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　2019年12月に中国武漢で発生した新型コ

ロナウイルスは、世界を恐怖に陥れいまだ

に収束の出口が見えない。この間数多くの

学者が研究発表したが、いまだにコンセン

サスが得られておらず、政府、自治体の対

策も頓珍漢なものも散見される。この機会

に一度いくつかの疑問を整理してみたい。

①コロナはただのかぜなのか？重病なのか？

　全世界のコロナ死亡者数がとうとう100

万人を超えた。これに対して日本では

1,500人程度。欧米の死亡率とは２桁の違

いがある。死者が高齢者、合併症を持つ患

者に多いのは世界共通、では日本人におけ

るFactor Xは何なのか？日本人は清潔で

手洗いをこまめに実行し、三密も避けたか

らか？ ACE ２受容体が日本人には少ない

からか？京都大学の上久保教授は、コロナ

には弱毒のＳ型とＫ型そして強毒のＧ型が

あり、日本においては12月から弱毒型のＳ

型、１月にはＫ型が入ってきて日本人の多

くが集団免疫を獲得したという。そのため、

Ｇ型に対しても免疫が獲得され、死者が極

端に少ないとしている。この説が正しけれ

ば我々日本人にとってはさほど恐れる必要

はないのかもしれない。

②PCR検査の取説

　ご存知のようにPCR検査は現在の感染

の有無を確かめるものである。したがって

当日有効のチケットみたいなもので翌日か

らは無効と考えた方がよい。東京のある区

で区民全員に行う検討がなされたようであ

るが全く無意味といえる。

③Withコロナをどう乗り切るか

　世界各国では政策が180度違う国もある。

スウェーデンはほぼ日常生活、ニュージー

ランドは数人でロックダウン。日本はどう

すればいいのか？日本人がコロナに強いの

は事実。高齢者や合併症がある患者を除き

一般国民はせいぜいインフルエンザと同等

の対策でいいのではないだろうか？どなた

か聡明な科学者が早急にエビデンスを発見

し、以前の平常の日本、Beforeコロナが

戻ることを願ってやまない。
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　久しぶりに、「老人と海」を読んでみた。

その理由は、今回、キューバ旅行を題材に

しようと思いたったためである。あらため

て読んでみて、この小説の舞台は、ヘミン

グウェイが愛艇を停泊させていたハバナ近

郊にある漁村であるのを知った。そして、

主人公がよく酒を呑んでいたのが、私が訪

れた「ラ・テラサ」というレストランなの

であった。

　妻と二人で訪れたのは、2018年末から

2019年の年始である。メキシコシティ経由

で向かったが、乗り継ぎ便の遅延で成田を

発って23時間後にハバナに到着となった。

　キューバ旅行を思い立ったのは、「ブエ

ナ・ビスタ・ソシアル・クラブ」というキ

ューバ音楽のレジェンド達に焦点をあてた

DVDと出合ったためで、キューバ音楽の

なんとも言えない哀愁を帯びたメロディや

ラテン特有のリズムに魅了された。そして、

1950年代のアメリカ車を中心とするクラシ

ックカーがレストアされ現役で走っている

光景をこの目で見てみたいと思ったからで

ある。私より少し若い1954年製の真っ赤な

フォードのオープンカーでのハバナの市内

観光、旧市街にあふれるキューバ音楽、ヘ

ミングウェイの行きつけのバーで彼の胸像

と一緒に飲むフローズンダイキリ、オープ

ンエアーのバーでカクテルを呑みながら聴

く生演奏等、思い出深いものばかりであっ

た。

　片道に、丸一日を要する長旅で疲れたた

めもう二度と行くことはないだろうと思っ

ていたが、最近はキューバのあの青い空と

海がなぜか懐かしく感じられる。そんなわ

けで、休日の午後に妻と一緒に飲むカクテ

ルは、ヘミングウェイが愛したロングカク

テルのモヒートなのである。
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